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　毎年恒例となっているストーブ列車が、今
年も津軽の冬を駆け抜けます。12月１日㈯は、
一番列車出発セレモニーが津軽五所川原駅で
行われました。三味線演奏会のほか、一般の
乗客を交えたテープカットも催されました。
ストーブ列車は、昭和５年（1930）の冬から
始まり、長年にわたって県内外の多くの人か
ら愛されてきました。そんなストーブ列車を
運行する津軽鉄道は、乗車客数が伸び悩み、
４月から11月の乗車客数は昨年の同時期に
比べて8,997人も少ない状況です。89年と
いう長きにわたって、住民の足として地域を
支えてきた津軽鉄道。年末年始や冬休みは、
家族や友人と乗車して、レトロな車両でノス
タルジックな雰囲気を楽しんでみてはいかが
ですか。
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。

　濱舘町長が岡山県と香川県で、津軽海峡メバルのＰＲをしました。
　中国・四国地方に店舗を展開している大手スーパー「マルナカ・山陽マルナカ」の全201店舗では、
11月７日㈬から11日㈰の５日間、あおもり産品コーナーに県産品を並べて販売する販売促進イベント
「青森県フェア」が開催されました。マルナカ･山陽マルナカ・青森県の３者が主催で、三村知事とと
もに濱舘町長が２店舗でトップセールスを行いました。小泊漁協職員も参加して、中泊町と津軽海峡メ
バルのＰＲで会場を湧かせました。
　旗艦店で行われた県と合同のセレモニーが終わってからは、町独自でＰＲイベントを開催。濱舘町長
が自ら鮮魚売り場の店頭に立って、津軽海峡メバルの美味しさを集まった人に訴えかけました。ＰＲで
は、メバルを刺身で試食してもらい、生のメバルの美味しさを味わってもらいました。マルナカ・山陽
マルナカがある地域では、メバルを刺身で食べる習慣がないそうです。煮付けや塩焼きで食べるのが定
番で、生のメバルを食べたのは、初めてという人が少なくありませんでした。濱舘町長のＰＲと試食の
効果は抜群で、用意していたメバル約18キロはあっという間に売り切れ、町独自のＰＲも大盛況の内
に幕を閉じました。
　このＰＲ活動で、生のメバルの美味しさを遠方へ発信できたことだけでなく、漁師が獲ったメバルを
消費者に届けるまで携わったことで、「メバル推し」での地域活性化に対する意識がより深まったので
はないでしょうか。

や
っ
ぱ
り
野
菜
は
直
送
‼

も
ち
ろ
ん
中
泊
産
で

２
０
１
８
青
森
人び
と
の
祭
典
に
町
が
出
展

岡山・香川で津軽海峡メバルを叫ぶ
津軽海峡メバルは、生がいいね‼

ステージでＰＲ

ブースは大賑わい

合同ＰＲの様子 町独自のＰＲイベントの様子
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薄市小学校４年生が10月24日㈬に社会科見学で町
内３施設を訪れました。

　はじめに、上下水道課（深郷田上水場）へ行き、家庭
の水道の水は、どこからどうやって届けられるのかを
設備を見ながら学びました。
　続いて武田下水処理施設では、働く人が外に臭いが
出ないように気をつけていると聞いて、真剣にメモを
取っていました。
　最後に中里消防署へ行き、署内や車両の見学をしま
した。参加した児童は、「消防署でいろんな車を見た
り防火衣を着たりして楽しかった。大変だと思ったけれどもかっこいいと思った」と、町内で働く人へ尊敬の眼
差しを向けていました。

こどまり小中学校設置検討委員会（委員長 藤田龍
郎）は、小学校と中学校を統合した新たな学校の

構想案を盛り込んだ答申書を、11月12日㈪に濱舘町
長へ手渡しました。
　生徒数減少を見据えて小泊中学校建て替え計画が見
直しとなったほか、小泊小学校が津波浸水エリアに含
まれていることから、一体的に小・中学校を整備する
ため、濱舘町長が同委員会へ新学校の基本構想を諮問
しました。答申の基本構想には、学校形態を「小中一
貫校」とし、将来的な移行を踏まえて「義務教育学校」も併記されました。予定地はふれあい運動場周辺で、総
面積は約５千平方メートルです。また、災害時に新学校の体育館を避難所とする地域の防災拠点としての役割も
あります。
　答申を受けて、濱舘町長は「しっかりと受け止め、地域にとって素晴らしい学校が建設できるよう検討してい
く」と決意を伝えました。新学校の建設計画は、答申内容を踏まえて検討が進められていくことになります。
　答申を終えた藤田委員長は「新しい学校作りはこれからが始まりだと思う」と今後の協議に期待を込めました。

磯野とし子さんが栄養関係功労者厚生労働大臣
表彰に選ばれ、10月30日㈫に濱舘町長に報告

しました。
　磯野さんは31年に渡って、減塩や野菜摂取の大
切さなど、食改善の推進に取り組んできました。平
成26年には、青森県健康づくり事業功労者等知事
表彰にも選ばれています。
　磯野さんは「周りの協力があってこそ受賞できた」
と、一緒に食生活改善の道を歩んできた仲間たちに
感謝を述べました。

どんなお仕事をしているの？
薄市小学校４年生が社会科見学

新たな学校の構想案を答申
こどまり小中学校設置検討委員会が答申

食改善で健康づくりを約30年
磯野とし子さんが厚生労働大臣表彰

まちの話題Topics
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新町２地区自主防災会が、地域防災力の向上を図るため、
防災備品を購入しました。

　東日本大震災以降、防災・減災に対する意識が高まり、「自
分達の地域は自分達で守る」と心一つに団結し、下前地区に続
き、平成27年11月に小泊地域で２番目の自主防災組織として、
熊木繁春会長を中心に誕生しました。
　今回、住民の行うコミュニティ活動を推進し、健全な発展を
支援する全国自治宝くじの社会貢献広報事業費の助成金を活用
して「ガソリン発電機、ガソリン携行缶、投光機、コードリー
ル、ストーブ、移動式かまど」が配備されました。小泊地域では、今年９月に折戸地区自主防災会も設立されて
おり、今後さらなる地域防災力の向上が期待されます。

町納税貯蓄組合連合会（下山稲昭会長）では、納税思
想を普及啓発するため、町内の小中学校へ「税」

に関する作品を募集したところ、習字111点、作文10点
が寄せられました。
　これらの作品のうち、12点を青森県納税貯蓄組合連
合会へ推薦した結果、２点が入賞しました。入賞者及び
作品は右のとおりです。（敬称略）

中里赤十字奉仕団が、11月14日㈬に中央公民館で炊き
出し・救急救命訓練を実施し、団員およそ50人が集

まりました。
　炊き出し訓練では、日本赤十字社青森県支部から講師を
招き、ハイゼックスを使ったお米の炊き方や、カレー作り、
蒸しパン作りを体験しました。
　救急救命訓練では、中里消防署から講師を招いてAED
の操作や救急電話のかけ方を学びました。
　奉仕団委員長の川島久幸さんは「奉仕団員皆様のお陰で
訓練が有意義なものになった。相手を思いやり協力する姿
勢で今後も活動できれば」と今後の奉仕団活動に対する意
気込みを語りました。

常日頃からの防災態勢を強化
新町２地区自主防災会が宝くじ助成金で防災備品購入

「平成30年度納税作品」入賞作品の紹介
町内から２人が入賞

正しい知識を身につける
中里赤十字奉仕団が訓練を実施

中
学
生
の
部

　
佳
作　
秋
田
　
陽
向（
中
里
中
３
年
）

小
学
二
年
生
の
部

　
銀
賞　
久
保
田
理
夢（
小
泊
小
２
年
）

日本赤十字社から長年の貢献に対し感謝状

小泊中学校体育館前にて

ハイゼックスにお米を詰める様子

まちの話題 Topics
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11月１日㈭の「灯台記念日」150周年にあたって、２つの灯台の維持管理に勤めた
小泊漁業協同組合（組合長・成田直人）に感謝状が
贈呈されました。
　小泊漁協が受賞したのは、灯台の維持管理に
15年以上携わった団体に贈られる第二管区海上
保安部長表彰です。
　灯台記念日は、日本で初めての洋式灯台である
観音崎灯台（神奈川県）の起工日、明治元年11月
１日にちなみ、海上保安庁が定めています。

「仁王」とも呼ばれていたとい
う旧中里町出身の剣道範士

の名を冠した剣道大会が、11月18
日㈰に体育センターで開催されまし
た。
　町内外から約250人の小中学生が
集まり、日頃の成果で鍛えた剣の腕
を競い合いました。会場には、選手
たちの気合いの声と竹刀の音が響き
渡り、熱気がこもっていました。
　町内の選手の結果は次のとおりで
す。
●中学校男子団体 第３位
　中泊剣友会・金木中・秀峰館（混合）

薄市小学校（校長・長谷川吏香子）が租税教育
推進校等表彰に選ばれました。

　11月13日㈫に五所川原税務署の丸岡孝樹署長
が薄市小学校を訪れ、感謝状を贈呈しました。
　薄市小学校では、児童が租税の役割や知識を学
ぶ租税教育に積極的に取り組んできたことが評価
され、表彰されました。
　国税庁では、毎年11月11日から17日を「税を
考える週間」と定め、租税の意義や役割、税務行
政へ知識と理解を深めるため啓発活動をしていま
す。

航行の安全を守り15年以上
小泊漁協が海上保安部から感謝状

剣の腕を競う
新岡精弥杯争奪剣道大会

租税教育
租税教育推進校等表彰受彰

授賞式に参加する小林寿伸参事

長谷川校長と丸岡署長

宣誓は葛西竜ノ介君

まちの話題Topics
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◆12月16日㈰の投票時間
　　午前７時から午後６時まで
※ 今回の選挙から、投票者の安全などに配慮し、２時間短縮しています。
◆投票できる人
　次の条件をすべて満たす人です。
　・ 満18歳以上の人（平成12年12月17日以前に生まれた人）
　・町に３か月以上居住している人
　　（平成30年９月10日以前に転入届を提出した人）

　選挙期間中に仕事や旅行などで、名簿登録地以外の市区町村に滞在している人は、滞在先の
市区町村の選挙管理委員会で不在者投票ができます。また、指定病院などに入院・入所してい
る人は、その施設内で不在者投票ができます。

〈ご注意〉
・不在者投票は、12月12日㈬からです。その前の投票は、無効投票となります。
・滞在先などの最寄りの選挙管理委員会の業務時間内に投票してください。
・ 土曜日は、ほとんどの選挙管理委員会が休日のため、投票できない場合があります。早めの

投票をお願いします。
・投票日（12月16日）までに開票所へ到着しないと、無効投票になります。
・ 投票用紙の返送は、受け付けた選挙管理委員会が行います。選管担当者の指示に従って投票

してください。自分で返送すると、無効投票になります。

　次の期間・時間に期日前投票を行います。投票日に都合が良くない人は、どうぞご利用くだ
さい。
◆期日前投票受付期間
　　12月12日㈬から12月15日㈯までの４日間　　各日とも午前８時30分から午後８時まで
◆期日前投票所
　　中里地域…役場小会議室１・２　　　小泊地域…小泊支所第１研修室
※どちらの地域でも投票できます。
※入場券がなくても選挙人名簿に名前が載っていれば投票できます

あなたの大切な1票　必ず投票しましょう
12月16日㈰は 町議会議員一般選挙投票日

問  役場選挙管理委員会事務局 内  2313

不在者投票は12月12日㈬からです

期日前投票を活用しましょう

投票日は12月16日㈰です
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税　目　名 収入済額 構成比

町 民 税 178,749 34.5

固 定 資 産 税 264,581 51.0

軽 自 動 車 税 38,724 7.5

た ば こ 税 36,242 7.0

入 湯 税 25 0.0

合　　　計 518,321 100.0

会　　計 区分 予算額
収入済額 収入率

支出済額 執行率

国民健康保険事業
（事業勘定）

歳入
1,926,518

782,617 40.6

歳出 725,069 37.6

農業集落　
　排水事業

歳入
40,919

3,090 7.6

歳出 18,140 44.3

介護保険事業
歳入

1,677,079
739,890 44.1

歳出 696,554 41.5

漁業集落
排水事業

歳入
23,041

2,063 9.0

歳出 12,965 56.3

国民健康保険事業
（施設勘定）

歳入
146,971

30,601 20.8

歳出 66,389 45.2
後期高齢者

医療事業
歳入

268,090
33,616 12.5

歳出 105,281 39.3

水 道 事 業
（収益的）

収入 365,615 153,091 41.9

支出 319,318 62,531 19.6

土 地 1,755,259㎡

山 林 1,075,329㎡

建 物 133,197㎡

無 体 財 産 権 ３件

有 価 証 券 2,079千円

出資による権利 90,800千円

基  金 ・  積  立  金 2,483,504千円　　
（地方債200,000千円を含む）

自 動 車 な ど 109台

町 債 残 高 12,468,852千円
一 時 借 入 金 残 高 0千円
基金繰替運用残高 1,500,000千円

科 目 名 予算額 収入済額 収入率

町 税 780,039 518,321 66.4

地 方 譲 与 税 64,000 17,065 26.7

利 子 割 交 付 金 800 592 74.0

配 当 割 交 付 金 1,000 293 29.3

株式等譲渡所得割交付金 500 0 0.0

地方消費税交付金 178,000 107,030 60.1

自動車取得税交付金 14,000 5,583 39.9

地 方 特 例 交 付 金 1,335 1,335 100.0

地 方 交 付 税 3,625,951 2,472,953 68.2

交通安全対策特別交付金 557 305 54.8

分担金及び負担金 1,453 583 40.1

使用料及び手数料 96,024 50,318 52.4

国 庫 支 出 金 602,399 218,680 36.3

県 支 出 金 542,855 92,955 17.1

財 産 収 入 11,788 16,025 135.9

寄 附 金 50,001 10,230 20.5

繰 入 金 35,735 0 0.0

繰 越 金 140,320 140,320 100.0

諸 収 入 108,844 27,005 24.8

町 債 881,000 0 0.0

合　　　計 7,136,601 3,679,593 51.6

科　目　名 予算額 支出済額 執行率

議 会 費 89,231 48,226 54.0

総 務 費 896,342 393,053 43.9

民 生 費 1,254,110 528,815 42.2

衛 生 費 1,023,924 263,149 25.7

労 働 費 10,143 5,237 51.6

農 林 水 産 業 費 724,608 282,938 39.0

商 工 費 80,342 44,427 55.3

土 木 費 809,745 110,083 13.6

消 防 費 535,979 257,337 48.0

教 育 費 552,270 245,251 44.4

災 害 復 旧 費 9 0 0.0

公 債 費 1,155,991 609,513 52.7

予 備 費 3,907 0 0.0

合　　　計 7,136,601 2,788,029 39.1

（単位：千円・％）

（単位：千円・％）

（単位：千円・％）

（単位：千円・％）

平成30年度上期 中泊町財政状況　（4/1 ～ 9/30）

一 般 会 計
◆ 歳 入

町税の収入済額と構成比

特別会計・公営企業会計

◆ 歳 出

町有財産の状況（一般会計・特別会計）

町債及び一時借入金等の状況（一般会計・特別会計）
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○対 象 者  新規に入所を希望する児童 

○申込み期間  平成３０年１２月１０日（月）～ 平成３１年１月１８日（金） 

○申 込 み 先  役場福祉課・小泊支所 

 

☆各こども園の概要☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※定数を超えて申し込みがあった場合は、中泊町特定教育・保育施設の利用の優先順位に関する要綱 

により優先度の高い児童から入所となります。 

※バスの送迎時間・場所などについての詳細は、各こども園にお尋ねください。 

 

☆こども園の利用について☆ 

  認定こども園を利用するためには、１号～３号の区分に応じた認定を受ける必要があります。 

  １号認定は保育を必要としない児童、２号・３号認定は、両親の就労などで保育を必要とする児童となります。 

  ※中泊町では入所申込書と認定申請書が同一の様式になっていますので、改めて認定申請をする必要はありません。 

認定区分 対象年齢・特徴 利用できる曜日 基本となる利用時間 延長保育 

１号認定 
満３歳以上 

（幼稚園にあたる区分） 

月曜日 ～ 金曜日 

土曜日は一時保育（有料） 
午後２時まで 

最長午後７時まで 

（有料） 

２号認定 
満３歳以上 

（保育所にあたる区分） 
月曜日 ～ 土曜日 

短時間認定 午後４時まで 最長午後７時まで 

（有料） 標準時間認定 午後６時まで 

３号認定 
満３歳未満 

（保育所にあたる区分） 
月曜日 ～ 土曜日 

短時間認定 午後４時まで 最長午後７時まで 

（有料） 標準時間認定 午後６時まで 

※２号及び３号認定の標準認定・短時間認定は、保育認定の理由及び就労時間などで決定されます。 

※一時保育と延長保育の利用料は実費負担となります。 

施 設 名 中里こども園 富野こども園 薄市こども園 こども園こどまり 

所 在 地 中里字紅葉坂27－1 富野字千歳189－1 
薄市字飛石田野沢 

187－4 
小泊字砂山1142 

経 営 主 体 （福）みちのく会 （福）みちのく会 （福）みちのく会 （福）清隆厚生会 

定 員 １１０人 ５０人 ４０人 ５０人 

開 所 時 間 午前７時 ～ 午後７時 午前７時 ～ 午後７時 午前７時 ～ 午後７時 午前７時 ～ 午後７時 

バ ス 送 迎 

有 

(大沢内・八幡・深郷田

・尾別・上高根・長泥

・  若宮・竹田地区） 

有 

(豊島・芦野・田茂木・

下豊岡・福浦地区） 

有 

（今泉・薄市・下高根 

地区） 

有 

（下前・折戸地区） 

 

 概ね１歳３ヶ月未満の児童につきましては、各自で送迎してくださるようお願いします。 

乳 児 保 育 可 可 可 可 

一 時 保 育 有 有 有 有 

）

問  役場福祉課福祉係 内  1516

平成31年度 認定こども園 新規入所児童募集平成31年度 認定こども園 新規入所児童募集
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中
里
駅

コメリスーパーストア

総
合
文
化

 

セ
ン
タ
ー

  

パ
ル
ナ
ス

新中泊町役場

おの
医院

エムス

もみじ団地

旧中泊町役場↑市浦

↓五所川原

募集期間…平成30年12月12日㈬
　　　　　　～平成31年１月11日㈮ （※土・日・祝日除く）
募集戸数…８戸 （標準タイプ８戸）
入居可能予定日…平成31年４月１日から
※応募者数が募集戸数を超えるときは、１月下旬に抽選を行います。

洋 室 洋 室

洋 室

ＬＤＫ

ポーチ

物置風除

ＷＣ

収納

ＵＢ洗面

玄関

ホール

標準タイプ

間取りイメージ

◇入居資格
　① 現に住宅に困窮している人
　② 同居する親族がいる人
　③ 住民税を滞納していない人
　④ 月額所得が、158,000円以下の人
　　※ 高齢者・障害者・未就学児童がいる世帯については、

214,000円以下の人
　⑤  申込者と同等程度以上の収入を有する連帯保証人
２人がいる人

　⑥ 暴力団員でない人

◇申込に必要な書類
　① 申込書（環境整備課にあります）
　② 住民票
　③ 平成30年度所得証明書
　④ 平成29年度納税証明書

◇お問い合わせ・申し込みは、
　役場環境整備課住宅管理係（内1913）
　までご連絡ください。

　公営住宅は、住宅に困っている所得の低い人を対象とした住宅を整備することで、その人たちの生活
の安定と社会福祉の増進を目的としているため、その入居資格といわれる一定の資格が必要となります。

募集要件
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　下記により平成31・32年度の一般競争（指名競争）入札参加資格審査申請書の受付をします。
1 提 出 先…〒037－0392 青森県北津軽郡中泊町大字中里字紅葉坂209番地　中泊町役場 財政課管財係
　　　　　　☎0173－57－2111　FAX 0173－57－3849　ホームページ　http://www.town.nakadomari.lg.jp/
2 受付期間…平成31年１月４日～平成31年１月31日まで（土、日、祝日を除く）
　　　　　　（郵送及び宅配便での提出の人は、最終日発送分まで有効）
3 有効期間…平成31年４月１日から平成33年３月31日までの２年間
4 申請書様式…[建設工事] [測量・建設コンサルタント]…国交省様式
　　　　　　　[物品製造等（役務含む）]…町指定様式（ホームページからダウンロードできます）
5 提出方法…持参または郵送でも受付しますが、次のことに注意してください。
　　　　　　　⑴Ａ4判フラットファイルに綴じて提出のこと。（色指定なし。止め部分金属不可）
　　　　　　　⑵表紙及び背表紙に会社名を記載すること。※必須
　　　　　　　⑶添付書類のうち証明書関係は写しでも可能です。
　　　　　　　⑷受領書が必要な場合は、返信用封筒（切手貼付、宛名明記）を同封してください。
6 そ の 他…宛名は中泊町長とすること。

　毎年恒例となっている元旦マラ
ソンを実施します。来年５月から
は新元号となるため、平成最後の
元旦マラソンです。健脚自慢の人
はもちろん、記念に参加する人も
大歓迎です。
◆日にち…平成31年１月１日㈫
◆時　間…集合　午前８時30分
　　　　　スタート　午前９時
◆集合場所…町体育センター前
　ぜひご参加ください。

　性犯罪や性暴力の被害にあわれたご本人やご家族などからの相談を受け、
要望に応じて必要な支援をコーディネートする「あおもり性暴力被害者相談
センター」を設置し、性暴力被害専用相談電話「りんごの花ホットライン」
を開設しています。
◆専用ダイヤル「りんごの花ホットライン」　☎017－777－8

や さ し く

349
　※専門の研修を受けた相談員が対応します。
◆受付時間　月・水…………10：00～21：00
　　　　　　火・木・金……10：00～17：00　※祝日・年末年始を除く。
　（公社）あおもり被害者支援センターでは、ボランティアの支援活動員
を募集しています。活動に関心のある人は下記までご連絡ください。な
お、募集期間は１月～３月です。
　　問 （公社）あおもり被害者支援センター　☎017－718－2085

番
号 書　　　類　　　名 建設工事 測量・建設コン

サルタント等
物品製造等

（役務提供含む） 備　　考
国 交 省 様 式 町指定様式

① 一般競争（指名競争）参加資格審査申請書 ○ ○ ○
※物品役務については
営業調書及び取引業種
一覧は必ず貼付すること。

② 営業所一覧表 ○ ○ －

③ 工事（業務）経歴書（２年分） ○ ○ ○ 物品などで内容が同様
であれば別様式可

④ 建設業許可証明書 ○ － － 写し可
⑤ 経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書 ○ － － 写し可

⑥ 営業許可等証明書 － ○ ○
写し可（業種により、
営業許可が必要な場合
提出）

⑦
国税・県税・市町村税納税証明書（未納がない
ことが分かるもの）　例えば国税は、未納のな
い証明（その3の2）または（その3の3）

○ ○ ○
写し可（直前１年間の
確定年度（年）分とす
る）

⑧ 委任状 ○ ○ ○ 権限を支店・営業所へ
委任する場合

⑨ 使用印鑑届 ○ ○ ○
⑩ 印鑑証明書 ○ ○ ○ 写し可
⑪ 財務諸表類 （決算書など） ○ ○ ○ 直前１年分

⑫
会社登記簿謄本または履歴事項全部証明書 ○ ○ ○ 写し可
身分証明書 （個人の場合） ○ ○ ○ 写し可

平成31平成31・・32年度一般競争（指名競争）入札参加資格32年度一般競争（指名競争）入札参加資格
審査申請書の受付について　　審査申請書の受付について　　問  役場財政課管財係 内  2032・2034

相談ダイヤルを設置しています
問  青森県青少年・男女協働参画課 ☎ 017－734－9228

平成最後の元旦マラソン
問  教育委員会社会教育課 内  1923
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◇ 除雪車がよせた雪や宅地内の雪、屋根雪などを道路に出さないでください。
◇ 除雪車の前後１０ｍほどは運転手の死角です。作業のため、右側走行をする場合があります。除雪車を見か

けた場合は注意してください。
◇ 歩道の雪は道路に出さないようお願いします。
◇ 路上駐車は作業の支障となります。道路に駐車しないでください。
　路上駐車が除雪の使用となる場合はその路線を除雪できない場合もあります。
　※当日の再除雪は致しません。
◇路上の車両乗り上げ用鉄板などは、事故発生の原因となりますので撤去してください。
◇融雪期の水害防止のため、水路に雪を捨てないでください。
◇消・融雪溝の投雪蓋を開けたまま放置しないでください。
　※雪捨て場は下記の場所をご利用ください。
　　　中里地域…町運動公園第三駐車場（宮野沢地内）
　　　　　　　　岩木川河川敷地（芦野地内）
除雪に関する問い合わせは、下記までご連絡ください。
　除排雪本部　平日（日中）　午前８時15分～午後５時
　　　　　　　　　中里地域…町役場環境整備課 土木係 ☎（57）2111（内線1914・1915）
　　　　　　　　　小泊地域…小泊支所 管理係　　 　　☎（64）2111
　　　　　　　平日（夜間）・休日（昼間・夜間）
　　　　　　　　　中里地域…大沢内克雪センター ☎（57）2197
　　　　　　　　　小泊地域…小泊克雪センター　 ☎（64）3869
　　※夜間や休日は不在の時が多いです。電話は平日の日中にお願いします。

除
排
雪
事
業
地
区
一
覧

　融雪溝の蓋を開けっ放しにすると、歩行者や車に事故の危険があ
るだけでなく、除雪作業で破損する恐れがあります。利用後はきち
んと蓋を閉めるようお願いします。
◆融雪溝設置地区
　中里地域…深郷田、下高根、薄市、派立
　小泊地域…小泊地区全域

地　　　区　　　名 業　者　名 連 絡 先
中 里地区 （広域農道・大沢内・宮野沢・派立通り） ㈱ 平 山 建 設 （58）3121
深郷田・八幡・大沢内地区 ㈲ 秋 田 土 建 工 業 （57）2218
向町・派立・宮野沢地区 ㈲ 外 萬 建 設 （57）5371
五林・宮川地区 ㈱ 竹  内  組 （57）2705
富野・福浦・豊岡・田茂木・豊島地区 ㈲ 塚 本 建 設 （57）4591
芦野地区 ㈱ 三 上 建 設 （57）4040
長泥・竹田地区 ㈲ 丸 隆 建 設 （23）5596
若宮地区 ㈱ 青 海 建 設 （69）3033
尾別・上高根地区 ㈲　沖  工  業 （57）2562
今泉・薄市・下高根地区 ㈱ 青 海 建 設 （69）3033
小泊地区 （小泊地区および下前地区） ㈲ 笹 山 興 業 （64）2184
袰内地区 ㈲ 山 内 建 設 0174（31）7755

除排雪業者を紹介します
問  役場環境整備課土木係 内  1914・1915

融雪溝の蓋は、必ず閉めましょう 問  役場環境整備課土木係
内  1915
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　国民健康保険高額療養費とは、暦月で１か月間に医療機関（調剤薬局なども含む）の窓口で支
払い額＊が、所得や年齢に応じて決められている自己負担限度額を超えた場合、加入している
保険から超過分が支給（払い戻し）される制度です。
＊保険の対象となる金額（食事代や差額ベッド代などの保険が適用されない費用は対象外）

◆申請方法

　 　高額療養費の支給対象に該当する場合、役場町民課保険年金係から「高額療養費該当のお
知らせ」を送付します。書類が届きましたら、役場町民課保険年金係または小泊支所で手続
きをお願いします。

◆申請に必要なもの

　１．通知書に記載されている医療機関の領収書
　　　（通知書に対象となる受診月を記載しています）
　２．世帯主の預貯金通帳（窓口払いを希望する場合は不要です）
　３．印鑑（認め印可）
　４．通知書(高額療養費該当のお知らせ)
　５．保険証

◆注　意

　・窓口で支払いした日から２年以内に申請が無い場合は、時効となり受け付けできません。
　・ 領収書に不足がある場合、支給額からの減額もしくは限度額を超えず対象外となる場合が

あります。医療機関などを受診するときは、領収書を大切に保管してください。

１．年末年始の日程
　◇ごみ収集の休み
　　【中里地域】　平成30年12月30日㈰ ～ 平成31年１月３日㈭
　　【小泊地域】　平成30年12月29日㈯ ～ 平成31年１月３日㈭
　◇一般廃棄物最終処分場の休み
　　【中泊町処分場】　平成30年12月30日㈰ ～ 平成31年１月３日㈭
　　【小泊処分場】　　平成30年12月29日㈯ ～ 平成31年１月３日㈭
　◇西部クリーンセンター（稲垣）の休み
　　　平成30年12月30日㈰ ～ 平成31年１月３日㈭

２．冬期間のごみ収集（中里地域）
　　　平成30年12月12日㈬ ～ 平成31年３月30日㈯
　　 　雪などの影響でごみ収集車が入れない地域は、ご面倒でも昨年同様、本道路までごみを

出してください。ごみが散乱しないようネットなどの対策もお願いします。

国民健康保険 高額療養費のお知らせ

冬期・年末年始のごみ収集について

問  役場町民課保険年金係 内  1316

問  役場環境整備課衛生係 内  1912
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　「農業用免税軽油使用者証・免税証の交付申請受付」の記事で、受け付け日時に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。
　　　　誤：平成30年１月16日㈮　午前９時～午後３時
　　　　正：平成30年❶❶月16日㈮　午前９時～午後３時
　既に、受け付け日時を過ぎているため、農業用免税軽油使用者証・免税証の交付申請受付期日を次
のとおり延長します。
　◆日にち…平成30年12月中旬頃まで　　　◆時間…午前９時～午後３時
　◆場所……青森県 五所川原合同庁舎（警察署隣） １階県税部４番窓口（五所川原市栄町10）
　◆必要なもの
　　①印鑑（認め印）　　　②耕作証明書（各市町の農業委員会で発行したもの）
　　③免税軽油使用者証（初めて申請する方を除く）　　　④返信用郵便切手402円分
　　⑤使用機械の譲渡証明書（初めて申請する方および使用機械に追加のある方のみ）
　　⑥ 県証紙400円分（初めて申請する方、使用者証の有効期限が切れる方、使用者証登録機械に変

更のある方、使用者証を紛失した方）
　◆問合せ先…西北地域県民局 県税部課税課　　℡34－2111㈹　内線207
　※ご不明な点などがあれば、問合せ先までお電話ください。

　

東
北
地
区
の
国
立
大
学
法
人
等

が
、
合
同
で
職
員
業
務
研
究
会
を

開
催
し
ま
す
。
業
務
内
容
説
明
の

ほ
か
、
先
輩
職
員
と
の
座
談
会
や

個
別
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
国
立

大
学
法
人
等
の
組
織
や
業
務
に
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
で
す
。
国
立
大
学
法
人
等

の
業
務
に
興
味
が
あ
る
人
は
、
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

 

12
月
15
日
㈯
10
時
30
分
〜
15
時

◆
場
所

　

 

東
北
大
学
川
内
北
キ
ャ
ン
パ
ス

講
義
棟
Ａ

　

県
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

に
よ
る
寄
附
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
ふ

る
さ
と
や
応
援
し
た
い
県
や
市
町

村
へ
寄
附
を
し
た
場
合
に
、
住
民

税（
県
民
税
・
市
町
村
民
税
）か
ら
、

寄
附
金
額
に
応
じ
て
一
定
額
を
控

除
す
る
も
の
で
す
。
金
融
機
関
か

ら
の
入
金
や
現
金
書
留
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
県
に
対
し
て

寄
附
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
寄
附

金
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

特
例
制
度
」
が
平
成
27
年
４
月
１

日
に
設
け
ら
れ
、
手
続
き
が
簡
単

に
な
り
ま
し
た
。
県
外
在
住
の
人

や
帰
省
す
る
ご
親
戚･

ご
友
人
に

も
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
県
税
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
合
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
人
に
つ

い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

　

退
職
金
請
求
し
た
心
当
た
り
が

な
い
人
は
、
お
気
軽
に
問
合
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

なんでも行政相談
日　時…12月26日㈬ 午前９時～正午
場　所…役場相談室２
行政相談委員…秋 元 武 弘、藪田由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・要望を、住
民と関係行政機関との間に立って、公正・中立な立場から
必要なあっせんを行い、その解決や実現の促進を図ります。

　町社会福祉協議会

中 里 地 域

12月19日　古　川　節　子

　　　　　塚　本　初　子
相談場所　役場相談室２　　　
相談時間　午前９時～正午　　
相談に来られる人は、庁舎西側
出入り口をご利用ください。　　

11月号掲載記事内容の訂正とお詫び

「
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人

等
職
員
業
務
研
究
会
」開
催

員
採
用
試
験
実
施
委
員
会

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職

問
０
２
２（
２
１
７
）５
６
７
６

☎

林
退
共
退
職
金
請
求

の
お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

問
０
３（
６
７
３
１
）2
8
8
９

☎

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

お
知
ら
せ

青
森
県
総
務
部
税
務
課

問
０
１
７（
７
３
４
）９
０
６
４

☎
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　自分で作るオリジナルの門松を飾って、新年を迎えてみま
せんか？
◆日時…12月26日㈬ 午前９時から午前11時頃まで
◆場所…中泊町中央公民館
◆募集人数…先着40名
◆受講料…材料代として１組（２個） 2,000円
◆持ち物…剪定ばさみ・持ち帰り用の袋
◆申込み期間…12月10日㈪から12月17日㈪まで
◆申込み方法…電話で問合せ先までご連絡ください。
※募集人数に達した時点で締め切ります。
　お早めのお申込みをおすすめします。

　鳥インフルエンザウイルスは、渡り鳥によって海外から持ち込まれると考えられています。秋から
冬には渡りが始まり、本病発生の警戒が必要となる時期ですので、下記のことに注意してください。

①素手で触らないようにしましょう。
②多数の野鳥がまとまって死亡しているときは、問合せ先へご連絡ください。
② 以外の場合に死亡した野鳥を処理するときは、燃えるごみの袋に入れて一般ごみとして処分してく

ださい。

◇日時…平成31年１月４日㈮ 午後２時
◇場所…町総合文化センター
　　　　　「パルナス」ホール
◇会費…3,500円
◇申込み
　　 平成30年12月25日㈫までに下記の場所の

申込用紙に記入の上、会費を添えてお申し
込みください。

　　・役場総務課…☎ 57－2111
　　・小泊支所……☎ 64－2111
＊ 小泊地域から送迎バスを運行します。どうぞ

ご利用ください。

　青森労働局では「冬期労働災害防止運動」を
展開して、例年冬期（11月～３月）に特有の気
象条件（降雪、低温、強い季節風など）の影響を
受けて多発する、積雪や凍結に起因した転倒、
墜落などの防止を推進しています。
◇ 冬期労働災害の８割超は「転倒」、除排雪・

融雪設備で安全通路を確保
◇ 「墜落」を防ぐために雪下ろし、除排雪では

命綱・ヘルメット・２人作業
◇ 詳しくは

　　で検索

門松を飾って新春を迎えよう!

鳥インフルエンザの発生を防止しましょう！

問  中央公民館　☎  57－2341

問  役場農政課農林基盤整備係　内  1812
問  西北地域県民局地域農林水産部 つがる家畜保健衛生所 ☎  42－2276
問  西北地域県民局地域農林水産部 林業振興課 ☎  72－6623

―死亡した野鳥を見つけた場合―

問  役場総務課行政情報係 内  2013 問  五所川原労働基準監督署安全衛生係 ☎  35－2309

「新年を祝う集い」
へご参加ください

冬の「転倒」「墜落」
労 災 防 止 ‼

青森労働局 冬期労働災害防止運動
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　町商工会では、11,000円分のプレミアム共通商品券を
10,000円で販売します。
◆発 売 日…12月18日㈫　午前９時から
◆販売場所…総合文化センター「パルナス」
　　　　　　商工会小泊支所
◆有効期限…平成31年６月17日まで
◆注意事項
　・１世帯５万円まで購入可能です。
　・予定数量に達し次第、終了します。
　・ 商品券は、ステッカーの貼ってある加盟店でご利用でき

ます。
　・商品券の有効期限は、平成31年６月17日までです。
　ご不明な点や詳細は、問合せ先まで。

　山形県の川西町では、愛知大学創設者の故・本間喜一氏が同町出身であることから、同大学
と連携・協定事業に取り組んでいます。このたび、川西町・愛知大学本間喜一奨学金制度を設
けましたので、興味のある人は問合せ先までご連絡ください。

平成30年12月１日から平成31年３月31日までの間、下記の冬季時刻表で運行します。

津軽中里駅発 薄 市 発 今 泉 発 大 平 発 奥津軽いまべつ駅着
８：４５ ８：５５ ８：５８ ９：１５ ９：４５

１２：１０ １２：２０ １２：２３ １２：４０ １３：１０
１４：１５ １４：２５ １４：２８ １４：４５ １５：１５
１７：４５ １７：５５ １７：５８ １８：１５ １８：４５

奥津軽いまべつ駅発 大 平 発 今 泉 発 薄 市 発 津軽中里駅着
１０：５０ １１：１５ １１：３２ １１：３５ １１：５０
１４：００ １４：２５ １４：４２ １４：４５ １５：００
１５：５０ １６：１５ １６：３２ １６：３５ １６：５０
１９：４０ ２０：０５ ２０：２２ ２０：２５ ２０：４０

プレミアム共通商品券発売のお知らせ

愛知大学奨学制度のおしらせ

津軽中里駅―奥津軽いまべつ駅間連絡バス
「あらま号」冬季時刻表のお知らせ

問  役場水産商工観光課商工観光係 内  1614

問  山形県川西町まちづくり課 ☎  0238－42－6613

問  役場総合戦略課企画係 内  2023

●奥津軽いまべつ駅行き

●津軽中里駅行き
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図書館 情報

○ テーマ　「年末年始を楽しもう！」
　　 この時期だからこそ知っておきたい、楽しみた

い伝統行事や遊びに関する本を取り揃えました。
○特別展示
「クリスマスわくわくお楽しみ貸出セット」

　図書館員おすすめの、クリスマスにちなんだ楽し
い絵本を袋につめた「本の福袋」の貸し出しをしま
す。中身は借りてからのお楽しみです。好きな袋を
選んで、カウンターにお持ち下さい。
◆期　間…12月９日㈰～12月26日㈬
◆会　場…図書館内　児童絵本コーナー

『チキンラーメンの女房』
 安藤百福発明記念館　中央公論新社
『「その後」のゲゲゲの女房』 武良　布枝　辰 巳 出 版
『おしりたんてい　あやうしたんていじむしょ』
 ト　ロ　ル　ポ プ ラ 社
『下町ロケット〔４〕』 池井戸　潤　小　学　館
『居酒屋ぼったくり 10』 秋川　滝美　アルファポリス

　いつも一緒にいる大親友のぬいぐるみと、お
はなし会に参加してみませんか？　クリスマス
の夜、ぬいぐるみたちは図書館におとまりしま
す。夜の図書館で絵本を選んだり、探検したり、
もしかしたらサンタさんに会えるかも……
　夢いっぱいの大冒険！　参加した人には、お
とまり会の様子を撮影した写真を、アルバムに
してプレゼントします！
◆期間…お預かり（おはなし会）
　　　　　12月25日㈫ 午後４時～
　　　　お迎え
　　　　　12月27日㈭ 午前９時～午後４時
◆対象…３歳～小学校６年生まで
　　　　　10人（定員に達し次第締切）
　　　　１人につきぬいぐるみ１体
◆場所…図書館
◆申 し込み…図書館カウンターで受け付けてい

ます。申し込み用紙へ記入後、職員へ提出。

12月のおはなし会
「クリスマスってなあに？」

　クリスマスのお話の読み聞かせや、簡単にで
きるクリスマスグッズを作ります。
◆日時…12月22日㈯　午後２：30から
◆場所…図書館
※ 他の日も紙芝居や読み聞かせをします。絵本

コーナーのカレンダーを見てね！

　結成40周年を迎えた中泊ライオンズクラブ（会
長・川浪昭男）が、11月10日㈯、パルナスで記念
式典を行いました。
　川浪会長からDVDソフト30巻の目録が手渡され、
米塚教育長は「大切に使わせていただきます」と感
謝の気持ちを伝えました。
　寄贈されたDVDは、図書館に設置して活用され
ます。

乗 っ て 応 援 ‼ 津 

軽 

鉄 

道

平成30年度
目標乗車人数 300,000人

速報‼
４月～11月分の

乗車人数
122,340人

目標まであと…… 177,660人

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報  [ 一 般 ]

ぬいぐるみの
クリスマス図書館おとまり会

図書館子ども教室情報

中泊ライオンズクラブからDVDが寄贈されました

イベント情報
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火事・救急・救助は119番／五消本部病院照会 ☎34－4999／災害情報テレホン ☎34－2323／中里消防署 ☎57－2370／小泊消防署 ☎64－2375

１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－

　

今
年
４
月
に
新
採
用
で
青
森
県

消
防
学
校
へ
入
校
し
、
９
月
26
日

に
行
わ
れ
た
卒
業
式
で
、
初
任
科

教
育
を
修
了
し
た
消
防
士
３
名
を

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
卒
業
後
は

そ
れ
ぞ
れ
の
署
に
配
属
さ
れ
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︻
中
里
消
防
署
︼

☆
抱
負
…
今
年
４
月
に
採
用
と
な

り
ま
し
た
長
利
卓
紀
で
す
。
生
ま

れ
育
っ
た
中
泊
町
の
た
め
、
地
域

の
皆
様
の
た
め
に
先
輩
方
の
指
導

の
下
、
日
々
の
訓
練
に
励
み
、
人

命
救
助
の
最
前
線
で
活
躍
で
き
る

消
防
士
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

︻
小
泊
消
防
署
︼

☆
抱
負
…
今
年
か
ら
新
採
用
と
な

り
ま
し
た
柏
谷
都
人
喜
で
す
。
少

し
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
先
輩

方
の
よ
う
な
技
術
を
身
に
付
け
立

派
な
消
防
士
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
日
々
の
訓
練
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。

☆
抱
負
…
今
年
か
ら
採
用
と
な
り

ま
し
た
、
長
谷
川
美
里
で
す
。
私

が
生
ま
れ
育
ち
、
お
世
話
に
な
っ

た
中
泊
町
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

私
の
目
標
で
あ
る
、
地
域
の
皆
様

か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
士
を
目
指

し
、
日
々
の
訓
練
、
勉
強
を
怠
る

こ
と
な
く
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

秋
の
火
災
予
防
週
間
中
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
中
泊
町
の
設
置
は
全

国
平
均
よ
り
依
然
低
い
状
況
で
す
。

住
宅
火
災
で
は
逃
げ
遅
れ
に
よ
り

亡
く
な
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
、

就
寝
時
犠
牲
に
な
る
危
険
性
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
﹁
中
里
﹂
の
ル
ー
ツ
を
探
る
？

　
「
中
里
」
と
い
う
地
名
が
、
歴
史

上
に
現
れ
る
の
は
い
つ
ご
ろ
で
し
ょ

う
か
？

　

寛か
ん

永え
い

一
七
年（
一
六
四
〇
）、
弘
前

藩
第
三
代
藩
主
信の

ぶ

義よ
し

が
、
弟
の
津つ

軽が
る

信の
ぶ

隆た
か（
百も

も

助す
け

）に
与
え
た
所
領
を
記
し

た
「
知ち

ぎ
ょ
う
も
く
ろ
く

行
目
録
」（
国
文
学
研
究
資
料

館
蔵
）に
、
初
め
て
「
中
里
村
」
が

登
場
し
ま
す
。

　

一
方
、
浪な

み
お
か
ご
し
ょ

岡
御
所
北き

た
ば
た
け畠
氏
が
、

室
町
時
代
後
期
に
編
纂
し
た
「
津つ

軽が
る

郡ぐ
ん
ち
ゅ
う
み
ょ
う
じ

中
名
字
」
に
は
、「
飯い

い
づ
め積
」「
十と

三さ

湊み
な
と」
な
ど
の
地
名
が
見
え
ま
す
が
、

「
中
里
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
か
ら
「
中
里
」
は
、
江
戸
時
代
前

期
こ
ろ
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、近
年
刊
行
さ
れ
た『
新

青
森
市
史
』
で
は
、
十
三
安
藤
氏
の

末
裔
で
あ
る
近
世
大
名
秋
田
氏
の
祈

願
所
「
真し

ん
し
ょ
う
じ

照
寺
」（
福
島
県
三
春
町
）

に
伝
わ
る
「
瑜ゆ

祇ぎ

経き
ょ
う
く
で
ん

口
伝
」
と
い
う

古
文
書
に
、「
中
里
」
が
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

応
安
五
年（
一
三
七
二
）頼
芸
と
い
う

僧
が
、「
津
軽
中
里
寺
談
義
所
」
で

真し
ん
ご
ん
み
っ
き
ょ
う

言
密
教
の
秘
伝
「
瑜ゆ

祇ぎ
き
ょ
う経
」
を
書

写
し
た
と
す
る
内
容
で
す
。

　

市
史
は
、「
現
在
の
北
津
軽
郡
中

里
の
地
に
あ
っ
た
真
言
宗
の
寺
院
で

（
中
略
）密
教
経
典
の
講
解
、
問
答
、

注
釈
書
の
書
写
な
ど
が
、
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

う
」
と
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

仮
に
こ
の
解
釈
が
正
し
い
と
す
れ

ば
、「
中
里
」
地
名
の
初
出
は
、
一

気
に
二
六
八
年
遡
る
と
と
も
に
、
十

三
安
藤
氏
最
盛
期
の
「
中
里
」
に
、

多
数
の
真
言
僧
が
学
問
・
修
業
に
励

む
安
藤
氏
ゆ
か
り
の
大
寺
院
が
存
在

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
中
里
地
域
に
は
、
真
言
系
寺

院
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
寺
屋
敷
跡
」

と
伝
え
ら
れ
る
場
所
が
あ
り
、
周
辺

か
ら
は
懸か

け
ぼ
と
け仏や
宝ほ

う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
、
陶
磁
器

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。「
中
里
」

の
ル
ー
ツ
を
探
る
旅
は
、
ま
だ
ま
だ

続
き
そ
う
で
す
。

◆
中
里
小
４
年
生
調
べ
学
習
！

　

テ
ー
マ
は
「
中
泊
町
の
米
作
り
の

歴
史
」。
縄
文
時
代
の
「
古
十
三
湖
」

が
湿
地
帯
と
な
り
、
近
世
の
新
田
開

発
、
現
代
の
十
三
湖
干
拓
を
経
て
美

田
地
帯
へ
と
変
貌
す
る
様
子
を
説
明

し
ま
し
た
。

◆
中
里
小
２
年
生
施
設
見
学
！

　

普
段
は
立
入
制
限
の
あ
る
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
を
探
検
し
、
江
戸
時
代
小
泊

の
台
場
で
使
用
さ
れ
た
火
縄
銃
の
重

さ
を
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

長利 卓紀

長谷川美里

柏谷都人喜

VOL.87

【
☎
⓺⓽－

１
１
１
１
】

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

お
よ
び
作
動
確
認
を
！

「津軽百助知行目録」（国文学研究資料館蔵）

「
瑜
祇
経
口
伝
」（
青
森
市
史
よ
り
転
載
）

こ
の
人
紹
介
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ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
…
毎
週
月
曜
日

会
場
…
中
里
中
央
公
民
館

　

町
で
は
、
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防

を
目
的
に
、
糖
尿
病
治
療
中
の
方
へ

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
か

か
り
つ
け
医
の
先
生
と
連
携
し
な
が

ら
、
栄
養
士
や
保
健
師
が
保
健
指
導

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
…
町
民
課（
保
健
師
・
栄
養
士
）

　

風
し
ん
患
者
の
急
増
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
は
都
心
部
で
の
感

染
者
が
多
い
状
況
で
す
が
、
人
の
往

来
に
よ
り
全
国
的
に
感
染
が
拡
大
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
発
熱
、
発
疹
、

頸
部
リ
ン
パ
節
腫
脹
な
ど
、
風
疹
を

疑
う
症
状
が
出
た
場
合
は
、
速
や
か

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
風
疹
を
予
防
す
る
た
め
に

　

風
疹
の
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
予
防
接
種
が
最
も
有
効
な
方
法

で
す
。
乳
幼
児
期
の
予
防
接
種
は
も

ち
ろ
ん
、
ご
家
庭
で
も
風
疹
を
は
じ

め
感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て
ご
検
討

下
さ
い
。

・ 

妊
婦
さ
ん
が
風
疹
に
罹
患
す
る
と
、

「
先
天
性
風
疹
症
候
群（
生
ま
れ

す
る
た
め
、
健
康
教
室
や
保
健
指
導

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

＊ 

健
康
講
座
『
健
診
結
果
か
ら 

か

ら
だ
の
サ
イ
ン
を
知
ろ
う
』
で
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ
を
用
い
て
、

肥
満
の
怖
さ
や
血
管
を
傷
つ
け
る

原
因
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

＊ 

健
診
後
運
動
教
室
で
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
中
心
に
気
軽
に
は
じ
め

ら
れ
る
有
酸
素
運
動
を
体
感
し
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
運
動
習
慣
の
定
着
を
目

指
し
、
運
動
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
冬
季
は
、
運
動
不
足
に
な
り
が

ち
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
肥

満
対
策
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
…
…
ぜ

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
な

い
ま
ま
進
行
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
は
、
50
歳
代
く
ら
い
か
ら
急
増
が

み
ら
れ
ま
す
が
、
生
活
習
慣
に
起
因

す
る
病
気
で
あ
る
た
め
、
若
い
年
代

か
ら
の
予
防
が
大
切
で
す
。
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
健
診
で

か
ら
だ
の
状
況
を
知
る
こ
と
。
そ
し

て
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
自
分
の
生
活

習
慣
を
「
見
直
す
」
こ
と
で
す
。
町

で
は
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
が
先
天
性
心
疾

患
や
難
聴
、
白
内
障
な
ど
を
生
じ

る
）」
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

＊ 

30
代
か
ら
50
代
の
男
性
は

　
注
意
が
必
要
で
す

　

現
在
報
告
さ
れ
て
い
る
風
し
ん
罹

患
者
は
、
30
代
か
ら
50
代
の
男
性
が

多
く
占
め
て
い
ま
す
。
平
成
２
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
は
、
予

防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
２
回
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
は
接
種
機
会
は
１
回
、
昭
和
54
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
男
性
で

は
１
回
も
定
期
接
種
の
機
会
が
な
く
、

十
分
な
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

成
人
風
疹
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
未
来
の
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
を
守
る
た
め
、
妊
娠
を
希
望
し
て

い
る
女
性
や
出
産
を
予
定
し
て
い
る

女
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
対
象
に
、
風

疹
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

対 

象
…
20
〜
40
代
の
町
民
で
左
記
に

該
当
す
る
方

① 

妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て
い

る
女
性
お
よ
び
夫（
パ
ー
ト
ナ
ー
）

② 

妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫（
パ
ー

ト
ナ
ー
）

申 

込
…
希
望
す
る
方
は
、
役
場
町
民

課（
保
健
指
導
係
）ま
た
は
小
泊
支

所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊ 

風
疹
に
罹
患
し
た
こ
と
が
あ
る
方

や
予
防
接
種
を
２
回
受
け
た
こ
と

が
あ
る
方
、
風
疹
抗
体
価
が
高
い

方
は
接
種
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
仕
上
げ
み
が
き
を
し
て
い
ま
す

②
体
が
大
き
く
て
、
元
気
な
こ
と

✿栄養士による健康コラム✿
　冬が近づいています。白菜はビタミンＣが
豊富で抗酸化作用のある食品の代表格です。
ビタミンＣ豊富な白菜を食べて、風邪の予防
や高血圧を防ぎましょう。もちろん減塩です。

豚肉と白菜の重ねチーズ蒸焼き
材料（4人分）
・白菜…４分の１（500ｇ）
・豚もも肉薄切り…240ｇ
・塩…小さじ３分の１
・こしょう…少々
・スライスチーズ…４枚
・オリーブオイル…小さじ１
作り方
① 豚肉は塩・こしょうを振り、スライスチー

ズは半分に切り、白菜の間に交互に挟む。
② フライパンにオリーブオイルを熱し、①を

入れて蓋をして蒸し焼きにする。
③ 器に盛り付け、フライパンに残ったソース

をかける。

越野葵
き
陽
やん
ちゃん

（若葉町）

３
歳
児
健
診
に
て（
１１
月
８
日
）

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介

①
日
頃
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

②
わ
が
子
の
自
慢
で
き
る
こ
と
は
？

糖
尿
病
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

風
疹
の
流
行
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

冬
こ
そ
、
か
ら
だ
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
！
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1 火 ８：30～ 元旦マラソン

2 水

3 木

4 金 14：00～ 新年を祝う集い（パルナス）

5 土

6 日

7 月

8 火

9 水

10 木 12：15～ ３歳児健診

11 金

12 土 10：00～12：00 こどもキルト教室（博物館）

13 日 ９：00～16：45
冬の企画展
　「キルトの仲間たち作品展」（博物館）

14 月

15 火

1　月
16 日 10：00～ ブックスタート対象者読み聞かせ（図書館）

17 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

18 火

19 水 ９：00～12：00

10：00～

心配ごと相談（中里）
小泊地区運動教室（小泊支所）

20 木 12：50～

14：30～

乳児健診
ブックスタート対象者読み聞かせ（図書館）

21 金

22 土 14：30～
図書館子ども教室
　　「クリスマスグッズ作り」

23 日

24 月

25 火 16：00～
ぬいぐるみの
クリスマス図書館おとまり会（図書館）

26 水 ９：00～11：00

９：00～12：00

門松制作体験（中央公民館）
なんでも行政相談（役場）

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月

12　月

（
10
月
届
出
分
）

塚　

本　

壯　

恆 

62 

（
下
豊
岡
）

前　

田　

和　

夫 

56 

（
大
沢
内
）

福　

士　

ミ
チ
ヱ 

93 

（
薄
市
下
）

成　

田　

リ　

ツ 

88 

（
八　

幡
）

三　

上　

キ　

セ 

92 

（
今
泉
下
）

成　

田　

兼　

次 

90 

（
薄
市
下
）

友　

田　

絹　

江 

89 

（
向
町
上
）

野　

上　

恭　

蔵 

90 

（
下
高
根
）

鎌　

田　

ユ　

キ 

81 

（
尾　

別
）

原　
　
　

リ　

エ 

98 

（
富　

野
）

柏　

崎　

ツ　

ヨ 

93 

（
下
前
中
）

西　

山　
　
　

徹 

85 

（
上　

町
）

駒　

井　

ケ
イ
子 

75 

（
浜　

町
）

鈴
木　

日ひ
な
た向 

（
男
・
悠
太
） 

上
豊
岡

津
川　

朝あ
さ

陽ひ 

（
男
・
勇
太
） 

今
泉
下

竹
内　

碧あ
い
ら萊 

（
女
・
大
介
） 

芦　

野

大
川　

奏か
な
た多 

（
男
・
幸
世
） 

大
沢
内

　

桑　

村　

朋　

和 

（
芦　

野
）

　

木　

原　

千　

晴 

（
青
森
市
）

　

工　

藤　
　
　

功（
五
所
川
原
市
）

　

鈴　

木　

友　

美 

（
長　

泥
）

　

後　

藤　

真　

澄 

（
大
分
県
）

　

奈　

良　

英
里
香 

（
今
泉
下
）

　

角　

田　

雅　

弥 

（
若
葉
町
）

　

坂　

井　

詩　

織 

（
青
森
市
）

小　

野　

與
三
郎 

92 

（
上
高
根
）

10月末現在（前月比）

人　口 11,183人（－12）
中里地区8,189人/小泊地区2,994人
　男　 5,259人（＋１）
　女　 5,924人（－13）
世帯数 5,124（０）　
出 生　５  ／  死 亡　18
転 入　20  ／  転 出　19
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　文化・産業・健康をスローガンに、なかどまり町民文化祭が今年も開催されました。10月20日㈯、
21日㈰に小泊会場で、10月26日㈮から28日㈰まで中里会場で開催され、日頃から練習していたダン
スや歌、舞踊などを披露しました。中里会場では町と連携協定を結んだ明の星短期大学の皆さんもかけ
つけ、歌で会場を盛り上げました。

平成30年 なかどまり町民文化祭
小泊網おこしはやし保存会

小泊婦人会
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会 明の星短期大学　プリマ☆ステッラ

カブはなかなか抜けません富野こども園

中里中学校吹奏楽部

町内各小学校合唱発表　小泊小学校 10ｍ太巻きづくり

薄市こども園 なにもささ保存会

こども園こどまり 北光寿大学コーラスクラブ

U.S.A踊りました
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